









は じ め に






バラックを借用 して出発 した。 しか し,昭和37年に保存科学部実験室が建設
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理,昭 和24年8月松本栄 一が所長,昭 和27年4月欠代躯顔虚が所↓乏'算務代理,












所組織規程が定められ,第 一研究部 ・第二研究部 ・資料部および庶務室が置
かれたが,翌27年4月1日東京交化財研究所組織規程が定められて,美 術研
究所が美術部(第一・研究室 ・第二研究室 ・資料室)と なり,芸能部(演劇研
究室 ・音楽舞踊研究室 ・郷土芸能研究室),保存科学部(化 学研究室 ・物理








当研究所 の建物につい ては,本 館(美 術部庁舎)・ 保 存科学部実験室(庶
務課 ・保存科学部庁舎)お よび別館(芸 能部 ・保存科学 部庁舎)よ りなって
い る。
本館 は,沿 革 に述べた よ うに昭和3年9月 竣 工 した鉄筋 コソク リー ト造半
地階2階 建延1,192.72m2であ る。
書庫 は,昭 和10年1月 鉄筋 コソク リー ト造2階 建 が竣 工 したが・昭和32年
11月1階増築 し,3階 建延201.80m2である。
写場は,昭 和13年1月 木造1階 建97.92m2を設け た。
保存科学部実験室は,昭 和37年3月竣工 した鉄筋 コソ クリー ト造2階 建延
663m2であ る。"




美術部は,昭和5年 美術研究所 として創設 されてか ら40年有余を経,そ の
間日本美術,東洋美術,西 洋美術の調査研究並びに資料の集成を行ない,昭
和7年1月 研究成果発表の機関誌 「美術研究」を創刊 してか ら昭和47年3月
末までに280号を発行している。昭和5年4月18日朝 日新聞社か ら帝国美術
院に対 し明治大正美術史編纂費として,昭和7年 か ら向 う5か年間毎年5千
円合計2万5千 円寄附 したい旨の申出があ り,同年5月26日帝国美術院はこ
れを受理することとし明治大正美術史編纂委員会規麗を設け,編 纂に関する
事膀を美術研究所で行な うこととなった。また昭和10年4月か ら 「日本美術





これ らの成果はいずれ も編集,出版,講 演,展覧等によって公表し,美術研
究の基礎を提供するとともに文化財の保存行政に貰献 している。また所内に
黒田子爵記念窒を設けてその遣作を陳列 し,毎週木曜 日の午後一般に公開 し
ている。 このほかに閲覧室を設け,収 築または作成した奨術関係の図書 ・写
真 ・資料等を美術研究者に閲覧させている。
芸能部は,昭和27年4月当研究所の研究部の一つとして設置されたもので,
























∬ 美 術 部








関する研究資料の蒐集,整 備,並 びに闘査,研 究を二大事業として進められ
た。
前者においては東洋のIIゴ箆術,ll本の近代,現 代 寒術と,これ らに関連あ
る西洋美術につ き,作品の殊に研究資料としての写真資料の作成,蒐 集,整














































先駆的役割を果すに努めた。 これ らの調査研究の成果発表のため,昭 和7年
より機関誌 として 「美術研究」を刊行 し,また大部の成果のものは 『美術研






近代美術に関 しては,昭 和7年 朝日新聞社より寄附された明治大IE美術史
編纂費をもとに,当 所の近代関係部門として近代美術関係の資料蒐集,Uiii.,
基礎的な調査研究が積極的に進められた。 この間当初から留意されていた現





これらの事業とともに,蓄 積 した写真,図 書資料などの一般研究者に対す
る閲覧事業 も早 くか ら行われ,研 究者,美 術関係者,学 生などの利用するも
の多く,海外か ら当所を 目ざして留学して来るものもあった。
また設立目的の一つであった黒田清輝の作品を陳列し,功績を記念する事
業としては,黒 田家,そ の他か ら寄贈された作品および関係資料を,設 けら
















戦後,昭 和22年5月に本研究所は国立博物館の附属 とな り,その前後 より
若干人員の増加をみ,建築,書 跡関係などの研究分野 も拡まり,内部的に7
研究室制をとって調査研究の進展を計った。 しぽらくは世の混乱期 とて調査
研究,資 料関係の事業 も困難を極めたが,資 料のすべてが幸い戦災をまぬが




脚在研究も大いに進められ,「美術研究」もほぼ年6冊 を刊行し,ま た 特
に占嚢術関係では源氏物語絵巻,栄111r八角常,墨 跡などに関 し,近代美術
関 係では黒田清輝の素描などについて研究が行われ,そ れぞれの成果を別に













昭和7年1月 創刊,研究員を中心に論文,研 究資料,校 刊,図版解説等を掲
載 した。昭和17年3月第123号まで月刊とし,以降は隔月に発行。












を広 く収集整備するとともに,そ の編纂をめざし積極的に進められ,昭 和12
年の美術研究第70号より,その纒まった結果が逐次発表された。この事業に
関 して,売立 目録を蒐集 し,図版の分類整理を行 うなど,資料蒐集の上に他
にはない一つの特色ももたらした。
○文献目録の作成一 当初より留意 し,雑誌掲載の論文,図録図書に関 して






○光学的研究に着手一 発足以来,調 査研究の一つに,材料,技 術等に関す
る研究,あ るいは保存処置などの研究も含まれていたが,設 備等の関係もあ
って,積極的に進め得なか った。 しかし昭和7年 頃か ら,古美術品の鑑識に
光学的方法を試みるべ く,当時の写真部を中心に,設備など整わぬままに着手
し,以来時に応じ,赤外,紫外,X線 等による実験,研 究を行 った。昭和12
年には美術研究の第72号にその結果が報告されたが,こ の種の方法が東洋美
術に対 しても適用の可能性が認め られ注 目された。以後戦争に向う折か ら中
断されてしまったが,戦後,24年度より26年度にかけ科学研究費の交付を うけ,
専門科学者の協力を得,研究装置を整備 し,基礎的研究を行 うことになった。






































































































































































腰禦 館附 鵜 灘 雑



























3.エ ツ クス線 写1





















公衷すぺ く,昭和11年(内容昭和10年)より 『日本美術年鑑』を発刊 した。








これ らの 事業を遂tJ'するため組織は しば しば改め られたが,別 表の如 くで
ある。(10～11頁)
昭和27年411111,文化財保護法 の改6}∫に伴い,庭 術研究所は新 たに芸能,
保 存科学 の部門 とnし,東 京文 化財 研究所(後 に 弱ご京国立文化財研究所)の
r`術部 として 発足す ることとな り,従 来美術研究 所組織 規定で定め られた,
第 ・研究 部,第1研 究部,資 料部,庶 務室 の3部1室 制1よ,名称1,第 ・研究
室,第:研 究1;fh{7,資料電 と部か ら室 に変え,3室 構成 とし,旧 庶務室はll〔ll(
文化財研究所 の庶 務課 とな.)た。
美術研究所 は機 構i,ま た名称の1一で右の如 く変 更され たのみで,従 って
美術部は,従 前通 り,II本・東洋の 占眞術,口 本の近代 ・現代美術 とこれ ら
に関連 のある酉洋 鷺術についての基礎的調 査とi厚llll的研究 を行ない,そ の成
果を公表す るとともに,x術 に関す る研究資料 を作成,蒐 集,盤 理 し,広 く
研究者の利川に も供t,〕 芝術の学 術研究 のため の資料 ヒンターの役割を果 し
つつ現在に及 んでい る。
第一研究室 は,わ が国 のllボ代 ・中illlおよび近lll:のid,,について,絵1両,彫
刻,工 芸,萬 蹟 等 各分野 にIi,.,てその研究 を担 当,(研究 員の移動,定 員 削
減等 に よ',て現在 建築 部門を欠 くなど多少の変動があ る)ま た,1』`洋古美 術
については,朝 鮮,中 国,西 域,印 度等 アジア各地の)隻術に関 し研究を行な
い,そ れぞれ研究資料の蒐集に もわを注いでいる。
第二研究室は,x術 研究所創1/以来行なわれ て きた明治 以降現 代に至 る日
本画,洋 画,彫 刻,1芸,美 術行政等,美 術 一般 に 日1る基礎的資料 の蒐 集と




ζ美術研究所が最 も早 く,唯一の研究機関でもあ り,蓄積 された資料と調査研
究は,戦 後の表慶館,あ るいは国立近代美術館における近代美術展,重 要文
化財指定等に際 して少なか らず貢献 している。 また,西洋美術についての調
査研究 も第二研究室の担当とな っているが美術部定員不足の故もあって,日
本の近世近代美術に関連ある西洋美術の研究が主となっている。















洋美術品の材料構造 の鑑識およびその年代判定等に対する適用の 研 究」(総
合研究)で 科学研究費の交付金をうけ,更 に29年にも継続交付されるととも
に,29年からは新規事業 として光学研究費が僅かなが ら計上 され,31年より
光学的方法による研究費が本予算にも組込まれるようにな り,器材も次第に
整備,更 新された。現在では可搬式 ソフテックス装置その他各種X線 透過撮









コい,大 規模な共同研究が可能にな り,年h大 小の共同研究が進め られ各々成
果を得たことなども挙げ られよう。
なお,研究成果の公表について,共 同研究にあっては長年の成果をまとめ
て刊行する場合が多いが,各 個研究については,毎 週水曜 日に行な う所内研
究会で研究報告を行ない,さ らに機関誌 「美術研究」その他学術誌な どに発
表 している。「美術研究」は美術研究所の機関誌 として創立まもない昭 和7
年刊行され,27年以降は美術部の研究発表の機関誌として第一研究室全員が
主 となって編集に当り,年6冊 刊行,現 在,第286号を発行している。
また,毎年現代美術の動向を調査,記 録 し,その年度における美術界の年

















また,美 術部では,昭 和41年よ り研究 の成果 を広 く一・般に公表 す るため,










ても高く評価 され,こ の領域の研究水準を高める推進 力をなした。こうした












便宜上,1を 飛鳥 ・奈良時代(7.8世紀)の 古代絵画とし,そ れ以降を,II





















行中であ り(その研究の一端は 『在外秘宝1』 学研,昭 和44年に発表),過
去現在因果経,吉 祥天像,当 麻f:曼陀羅堂厨f絃 など,その闘査対娘はこの
時代の主要遺品および新発見資料のすぺてにわた.,ている。こうした知識を
基盤とした飛鳥,奈 良時代の概観や作IIIII解説は絃lllll担'14所員らにより,諸稀
の出版物などに随時発麦され,りご証的研究による啓蒙の役割 りを 果 し た。
皿.平安 ・鎌倉時代の仏教絵画に関する研究活動については,上 題別に密教

































































年代をめぐる問題に関 しては,絹 地や技法の上からの検討が加えられた。 ま
た阿弥陀堂の堂内荘厳画についても,代表的な遺構である平等院鳳風堂や富

















































































年合戦絵巻の製作事情や様式に関する研究(美 術研究253レナ)があ り,ま た
蒙古襲来絵巻についても錨簡の復原と簸者分類の試みがなされ た(『日本絵

















それらを総括 して啓蒙的役割 りを果している。 このほか,井上家本弘法大師
絵巻に関し,同絵巻の成i(.と初期的様相をさぐる研究(美 術研究232号)が
あ り,また従来性格不明とされたいわゆる光忍上人伝絵の断簡集成 と原縁起




究にも及んでいる。 また日本絵巻物の源流と歴史的展開を総」舌した もの に





































て,最 初から共同研究を進め,個人研究では期待出来ないシステ ィマテ ィッ
クな資料蒐集と,短期間におけ る集約された成果を挙げた場合が多かった。
また各研究者が興味を感じ,意欲をそそ られた研究対像,分 野を,そ れぞれ
個別に調査研究 し,美術部発表会において口頭発表 し,それに対して提出さ
れた質問,疑 問,教 示,示 唆などを参考にしなが ら再び研究を進める場合も




「美術研究」への発表をもつて原則とす るが,紙 面枚数の制約上,ま た諸般
の事情によって他の雑誌,美 術轡等に発喪したものも多い。 したがって,こ



























期以後の風俗画に焦点を絞 り,そこか ら発生 した浮世絵への展望と基礎が固
まるまでの展開を,巨視的に把}た 論考である。ここに言及した岩佐又兵衛
工房の可能性や,浮 世絵との関連性については,後 に(3)aで述べ る 「岩佐又
兵衛の作画範囲」(美術研究230号)において,更 に明確なものへと発展したα
「初期風俗画と購曳図一湯女図の原型をさぐる一」は,寛永期の遊楽図屏風
(芦屋 ・K氏蔵)を 紹介,そ のなかに描かれた男女購曳の場面に注目して,
豊国祭図屏風(徳 川黎明会蔵),一掃百態図,骨董集,本 多平八郎姿絵など,
購曳図の系譜を辿 り,結論 として湯女図(熱 海美術館蔵)が,も と二面一隻






の二つの大きな問題は,ま わ りくどい循環論法の煩をいとわず,個 々の作品




波羅合戦絵 巻模 本か ら取 った ものが ある とい う指摘 は初めてのもの で,近 世
風俗画史へ の豊かな貢献が期待 出来 よ う。
(1)b浮世絵 の研究は各方面か らの アプ ローチが試 みられた。
r浮世絵』1～5(毎 日新聞社,li召和39年～),r風景版画』(日本の美術68,
至文堂,昭 和47年),『北斎読本挿絵集成』(美術出版社,昭 和46年～)
r浮世絵』は質量共に最 も優れた浮世絵 コ レクシ ョンの一つである平木家所
蔵品か ら,250点を精選 して,原 寸大に複製 した5巻 の大型 図録 であ るが,
当研究所か ら もこの編集に参加,図 版解説を担 当 した。浮世絵 の場 合,特 に
保 存と観照研究の二つを両立 させ ることが困難であ って,本 爵は その印刷の
優 秀性 と共に,今 後の研究者の依拠 すぺ き基本的 図録 となるであ ろ う。
r風景版画』は,江 戸時 代初期におけ る道中記 名所記 の発生流行か ら説 き起
し,や がて合理 ・ド義的遠近法が採 り入れ られて,北 斎広iπによる風 景版1画完
成へ1T・.る道程を'1場に解説 した 《,の。浮 世絵 の発展を技法や ジャンルか らで
は な く,風 厭描写 とい う観点か ら把 え1　'1,し,初期浮 世絵 のなかに既 に風景 と
い う要素がは',きりと存在 していた ことを強 くL張1.た点は,本 禽の特徴の
一つ と して挙げ ることが出来よ ・)。
『北斎読本挿絵集成』 は共 同編 躯であ るが,北 一li・術の展開 を考え る場 合,
従来の研究が見落 し勝ちであ った文化年間におけ る読 本挿絵のIE要性に着 目
し,そ れ らを集大成 しよ うとす るもの,、特に,高 い装 術性 を発揮す る初摺に
は稀購本が 多く,研 究者で も喫 見の機 会は決 して多 くないのであ るか ら,こ
の研究成果の発表は,新 しい北 斎像の確.r.に大きく寄 ケする もの と思われ る。
未だ完結 していないが,そ のIlを期 して 待ちたい。
(2)a桃山時代障屏画 の研究 では 次の ようオに成 果を挙げ た。
「聚光院の障盛画 と松栄 ・永徳!(r障臓1由i全集 大徳 芋真珠庵 ・聚光院』
美術出版 社,昭 和46年),1南禅 浄本坊 大方丈障 堕画 の様 式および筆者につ
いて」(国華903'x;),「智積院障鞭画の研究」(国華850》♪),1名古屋城障壁
画筆者考 」(美術研究1644),『障 鞭画 全集 妙心1;:天球院』(美術出版 社,
昭和42年)
「聚光院の障壁画 と松栄 ・永徳」は聚光院客殿 の障壁画 について従来の研究
を概観,松 栄永徳二分説を 再確認,永 徳簑花鳥 図襖 の有す る圧倒的 な芸術的














ても永徳筆,宗 秀筆の可能性は極く弱いものと見倣 し,・部に光信,山 楽な
どを想定して 一つの試論を提出した,,「障壁画全集 南禅 芋本」か にも同 様
の見解を発表 した。
「智積院障壁画の研究1も 共同研究の成果である.当研究所は 「復 元 の 問
題」と 「各両而の様式の検討」を担当した,,
「名古屋城障壁画筆者考」は題名のとお り,名古屋城障壁画(特 に表書院)
の筆者を採 り出そ うとする試みである。江戸時代から伝xら れる狩野貞信は
単なる名儀上の筆者として考慮の外に置かれ,実 質的に制作 した画家として
孝信を推定した。その根拠は,1,孝 信が当時の狩野派の中心的人物であっ






































海美術館蔵)を 又兵衛末流あるいは又兵衛と全 く無関係な作品 と見倣す従来




r光琳』は当研究所所rが 中心となり,尾形光琳誕生300年を記念 して 編 集
した図録研究謝で,解 説論文1光琳への道樫」を発表 した。










「池大雅作品集 作品篇 ・解説篇1が ある。
「奇想の系譜 又兵衛一G11%1は岩佐父兵衛,狩 野山雪,伊 藤若沖,曽 我粛
白,長沢芦雪,歌 川国芳の6人 を採 り上げ,江 戸時代における表現主義的傾
向の画家一奇矯で幻想的なイメージの麦出を特色とする画家一の系譜を辿っ
た論考。従来の日本美術史では,こ れ らの画家を傍系 として軽視することが














里とは一体何人なのかを考察 した論文で,結 論を下す ことは出来なかったの
であるが,「作家探 し」の一つの方法論を提出した。「等春画説」は等春の花









氏が東洋美術総目録の一環 として 「美術研究1誌isに連載 した,優 れた業績
?
一27一
である室 町画人伝 の先躍 に従 い,同 時代の伝記資料,生 残 年,墓,名 号,叙
任 など8章 に分けて元信の全体像を実証的 に明 らかに した論考。元信 を自己
の実力を武器 として権力の浮沈の間を縦 横に泳 ぎ抜け るダイナ ミックな活動
家 として把 え,元 信派 の存在 と意義を明 らかにす るな ど,新 しい見解や成果
も打出 されてい る。 今後の元信研究は,全 て この 「狩野 元信」か ら出発す る
ことにな るだろ う。
(4)絵画史における 日中関 係の研究は現 在調査を進め ている段 階であ る。
(5)a第_.次洋風画 の研究 では次の ような発表が行 なわれ た。
「マ ニエ リスムと洋風画」(角川版世 界奨術全集8,昭 和40年),「レバ ソ
ト戦 闘図屏風につ いて(r_)一 日本初期 洋風画 と ヨー ロッパに おけ るそ の
背景i(美 術研究246号),i南蛮癸術」(原色 日本の美術25,小学館,昭
利145{r)
「7エ リスムと洋風画 」は,館 一期洋風画 の重要な担手 であ ったセ ミナ リ
オ出身画家に よって制作 され た世俗 画 と,ヨ ーロ ッパ1ニ エ リス ムの作品 と
を比較 して,風 景に おけ る北 方的 要素,牧 歌趣味 と古代嬢拝,妊 僕賛 美,人
物 の形には まった肉 づけ と陰影 法な ど,両 者に共通す る要素が 多い事 実を挙
げ,セ ミナ リオ作品は全体 と して後期 ㌣ニエ リスムに最 も近い もので あ り,
これ らの原図の大部分は ツラソ ドル製の版 画である"∫能性 を指摘 した。そ し
て セ ミナ リ才作晶は統 ・的合理的遠近法の欠如に よ り,マ ニエ リス ムを更に
硬化形式化 させたけれ ども,日 本的1二夫 を加えて桃 川時代装飾画 の優 れた一
側面を形成 した とした。 「南蛮美術1は このユニー クな見解 を,新 資料 の追
加に よって更に説 得力の強い もの と している。
「レパ ソト戦闘図屏風に つい て」 は,レ バ ソ ト戦闘図い楓(村 山長挙 氏蔵)
に現れ る数種のモテ ィー フが,マ ニS一リスムの代表的画 家 ジウ リ擁・・ロマー
ノのデ ヅサ ソによって コルネ リス ・コル トが版刻 した 「スキビオ とハ ソニパ
ルの闘い」か ら藏接的に取 られ た ものであ ることを指摘 した。 この 曇礎作業
を経 て国際 マニエ リスム様式 と日本圃有の伝統 との薦藤,融 和 の過程 の検証
する(下)は,間 もな く発表 され る予定であ る。
(5)b第二次洋風画の研究では
『洋風画 の展開』(ミx一 ジア ム187号)





















べく,常時調査および資料蒐集につとめている。 なお,そ の成果は,毎 年
『日本美術年鑑』 として刊行 し,一般研究の資に供している。
従来調査研究をすすめた作家研究の主なものとしては,近 代日本絵画史の
中心をなした狩野芳崖,橋 本雅邦,富 岡鉄斎,下 村観山,菱 田春草,横 山大
観などの作品および伝記資料についての調査研究をすすめ,資 料整備を行な
った。 このうち菱田春草については,す でに昭和15年本所より伝記および作
品写真75図を集録したr菱 田春草』を刊行した。 この間,帝 国芸術院会員ほ













また,日 本画近代化への過程として,異 色的意義を もつ京都の青年画家た
ちの団体である黒猫会,仮面会についての調査研究を行いこれを発表 した。
洋画は,作 家研究 として明治初年の川上冬崖,高 橋由一,山 本芳翠,五 姓
田義松,工 部美術学校のフオソタネージ,サ ンジョパ ンニ,カペ レッチ,ラ
グーザなど,中期以後の黒田消輝,a木 繁,藤 島武二,大IE昭和期の岸田劉
生,小 出楢煎,万鉄五郎などについて調査研究し,それぞれ資料を整備 した。
この うち,本 所創立者黒田清輝の伝記と作品については,戦 前出版の運び
に至っていたが,昭 和20年の戦災によって原色写真原板がすぺて焼失 した。
しかし,伝記資料は収集された時点で随時輪文として発表さ れ た。 戦 後,
『黒旧清輝素描集』(昭和24年),r黒田清輝作品集』(ltti和29年),r黒田清輝』














か,行政尿および美術関係者として町Ⅲ久成,九 鬼陥 ・,山高信離,フ エノ
ロサ,ピ ゲロー,岡倉天心,正 木直彦,黒 田滑輝の業績を,日記,講 簡共他









































日本所在のエ コール ・ド・パ リとそ の周 辺の作品 の調査研究
B彫 刻
日本彫刻史の分野では,飛 鳥,白 鳳,天 平,平 安,鎌 倉,室 町以降各時代






























9紀中葉頃 か ら一部V'は木彫 の製 作がは じまっていたことを 「日本霊異記」等
の記事か ら実証 し,そ の展開に も新た な考察 が試 み られた。 これについては,
「大仏以後」(美術史26号)「貞観木彫 の誕生」(国華824号)「唐 招提寺の彫
刻」(近畿 日本叢 書 『唐招提 寺』所収,昭 和35年)等 に よ り発表 した。
また平安一木彫の地方的展開を示 す銘彫像 や立木仏の研究 も行 なわれた。
銘 彫像については従来,こ れを未完成 像 とす る説 と完成像 とす る説 があるが,
当研究所 の専門研究員に よ り,東 国に分 布す る銘彫像 を全部調査 した結果,
銑彫 像は,御 衣 イくを選ぶ時す でに,か か るノ ミ痕 を残す ことを意識 して制作
した ものであ ることが判 明 した,,これについ て は,「東国のk;彫について1
(美術研18(i♪ として発表,ま た,山{:の 霊 木等を彫刻 し,制 作 した立
木仏につ いて く,,「、躍ノニ木仏につ いて」(美術研究217%,'一)において 新 しい見解
が示 され てい る。
戦後,平 安時代の彫刻 は,新 発見 の像,ま たは修理 の際,銘 文の明 らかに
な った作 例 も(Flha;i'しく,そ の都度 調査 を行 ってきたが,そ れ らの結果を含め,
羽賀寺像,福 智院 卜一面観 音像,石 山寺観音 像,三 仏寺蔵王権現像その他を
「美術研 究」 に発喪 した。 また,平 安時代全般にわた る四天王の作例を網羅
し,10世紀基準作例を中心 と し,そ の前後の形制を考 察す ることによ り,日
本彫刻の和様fヒの問題の解明に資 した。(美術研究,219,245,251,263,
264号,ミュージアム264号)
また,従 来,鎌 倉時代説 のあった観世音寺馬頭観音像を,そ の胎内の僧名
の考証 に よ り12世紀後半 の院政期の作例であ ることを明 らか に し(美 術研
究190号)この時代の造仏の様式判 断の基準 を加 えた。
平安時 代はその遺品の数が著 しく多い ところか ら,地 域 別および尊燥別の
研究が試 み られ,地 域別 の調査研究 では,主 として,関 東 お よび東北地方に
伝来す る彫刻の研究が行なわれた。 その結果 は,『関東彫 刻の研究 』(学生社
昭和39年)お よび 『東北 古代彫刻史 の研究』(中央 公論美 術出版社 昭和46年)
として発表 され,さ らに中部地方 の彫刻 も,同 様徹底的調査を行ないつつあ
る。また,中 央様 式の地 方への伝播に関 して,中 央では類例が少 ない中央作
が地方 に存在す る巨 像彫刻 として,延 久元年銘i-一面観音像(美 術研究199
号)を と りあげ,文 献にあ らわれた巨像作品を まとめた。
尊豫別 に よる研究 としては,観 音をは じめll「祥 天,毘 沙 門天,二 天,四 天
33
王等の各作例を可能な限 り網羅 し,その個 々の資料をまとめ,且 つ系統的に
系列化 し,時代,作風,作 者に関する考察を行ない,ま た諸外国の作例か ら
の影響や,経 軌 との関連について研究(美 術研究210,229,244,245号)発
表 した。























約する概観的な研究成果として,r明 治の彫塑」(『明 治 文 化 史8巻 美術
編』昭和31年)が挙げられる。続いて同研究風による大」ll昭和前期までの通













個人作家の調査研究として,昭 和23年来着 チしてきたr荻 原守衛(上)一
その生涯と芸術一1(美術研究L35%一以後現在まで執筆続行中),1明治彫塑
と長沼守敬D学1:会会報697号)その他洋風彫刻家でば,新 海竹太郎,高 村
光太郎,中 原悌二郎,戸 張孤雁,藤 川勇造,北 村西艶,建 畠大夢,石 井鶴一三
らを主とし,伝統的彫刻家では,森 川杜園,竹 内久一一・,高村光雲,米 原雲海,








「彫刻界の動 き(戦後 日本美術)」(角川書店版r世 界美術全集別巻』昭和39















もなるものとして,明 治大i期 の陶磁関係の調査研究 も行なった。
こうした調査研究 ・資料蒐集の継続の他,昭 和24年より当部において科学
研究費を得て開始した 「光学的方法による美術品の鑑識に関する研究」に参
加 し,本期間のは じめの間において,光 学的方法の古陶磁に関しての利用 可
能の範囲,度 合などの実験を試みた。それにもとづき顕微鏡写真,螢 光照射
の利用価値,方 法を知 り得,tti九谷,伊万里,中 国明の彩磁などについて若
干の資料も集めた。最近では古陶磁に関する光学的 ・化学的研究法も大いに
進めらfit,専ら科学者の手に よって研究が行なわれている。





東京 ・泉都 ・奈良の国　r..物館,奈良国立文化財研究所,そ のほか民間の研
究所の研究者と協力して,基礎研究を進めている。
先ず上代から近代 まで,凶 の内外を問わず,華 礎資料の闘査 ・蒐集 ・整備
に努め,1昭和35年には,わ が国で初めての 「日本染織年表(第 一稿)」一 油
印一 を作成し,現在は第 二稿の作成途上にある。昭和40年41年の高雄曼茶
羅の調査では,そ の地裂を担 当し,染織遣品は皆無に近い平安初期の綾裂を




が極めて上質であるとい う資料的 ・芸術的価値の高い上杉家伝来の伝謙信 ・
景勝所用服飾類100余点の糖査を昭和34年以来続行 している。これと平行 し
て,他 の大名家等に伝来 した服飾類や東京国立博物館,京 都国立博物館保管
一36一
t
の近世服飾類や近世染織品の調査研究,資 料蒐集 も進め,更 に近世染織品の
母体 となった中国明の染織品(名 物裂および名物裂系染織品)や 南蛮船で舶















加し,多 くの資料を得た。例xぽ 高台寺,都 久夫須麻神社,瑞 巌寺などで漆
工,金 工に関する貴重な資料を集め得たし,また工芸意匠と絵画の関連など
の新たな観点からの調査によっての新資料,知 見など得るところが多かった。
工芸部門としては,積 極的には限られた範囲での活動 しか出来なかった う

















部第一研究室に属 した。そ うして,平安時代仮名書道の研究 ・藤原時代の欝
道 と文学 ・古訓点の研究等の研究題 目が掲げ られ,醍 醐{宇五重塔天井板落雷
の研究 ・青蓮院文薪の'1'時代仮名消息の研究等が行なわれ,以 後この線に
沿って発展して種 々の研究題 目や研究対象がつぎつぎに現われる。上記の う




であって,L記 のほか特に科学研究費に よる研究にそ淑が 轡しく,日本)さ術
における宋元明の影響(33・34年)・卜:lll:紀を中心とする日本美術の諸相




るに止まらず,科学的 ・機械的 方法を応川 したことである。これは他の部門
と共同で行なった 『光学的方法によるll破術品の研究』(昭和30年)の一一部
であるところの,御物粘葉本和漢朗泳集等に対する顕微鏡による筆法の性格
的特殊性の検索,ま た 畳三義之喪乱,孔侍中両1帖に対する同 しく顕微鏡による
双鈎填墨に関する検索にみることが出来る,,











r次に,別 方面の研究としては 「平安末期 ・鎌倉初期に亘る書道 変 遷 の 研
究」の題 目があ り,藤原俊成 ・同定家 ・西行の特異なる書蹟が扱われている。
また古筆,特 に古筆切に対し学術的研究をむけ,新 資料に よって絵巻物の研
究 ・国文国史研究に寄与 した業績がみられ,蛸 蛉 日記絵巻の詞書が発見され
た り,平治絵巻の詞書の書によってその成17二時期が論ぜ らオτた りしている。
更に,書道研究の面に加えるに実践ri勺効i'をあわせ,古 文献読解等に も必
要な知識である1`1・体字の歴史的変遷に着眼 して,時代において も範囲におい
ても広汎な材料か ら5㌔1体字を採集し,これを編年 して 一・覧に作成する努力も
っづけ られ,こ れに対 し昭和46年度科学{肝究費が交付 された。
最後に本所の公開学術講座において書の題 日が取 り.f:げられたのは,46年
度 「散文中におけ る和歌の書式」であって,意外に様式の多い和歌の1辞式を




建築,特 に古代,中 世の建築史に関する調査研究は,そ の部門の専門研究
員により極めて多 くの成果があげ られた。すなわち平安時代までの住宅,宮
殿,都 城,神社,寺 院に関し,主 として諸資料の収集,整 理と研究を行ない,
文献的研究分野において独自性を発揮 し,「寝殿造邸宅に関する造営 文 書」
(美術研究184号)や「神護寺諸堂記の修正」(仏教芸術37号)をはじめ年中
行事絵巻や信貴山縁起などにあらわれた建築について考証した。他方建築遺
構,特 に奈良,平 安時代の宮殿跡や大阪四天王寺,平 泉観自在王院跡などの

















の博物館 ・美術館としては東京国立博物館 ・京都国立博物館 ・大阪市立美術
館 ・万国博美術館 ・根津美術館 ・藤 田美術館 ・徳川美術館 ・正木美術館 ・本
間美術館 ・静嘉堂 ・有隣館 ・黒川古文化研究所,寺 院では東福寺 ・相国寺 ・
聖福寺,個 人蒐蔵家 としては山口謙四郎 ・橋本節哉 ・小川広巳 ・武藤金太 ・
深海 徽 ・橋本末吉 ・藪本荘五郎 ・住友寛一・・猪熊信行 ・守屋 正 ・吉原
一 ・井上房一郎 ・小曽根均治郎 ・吉沢兵左 ・雨宮 実 ・組田昌平 ・江田勇二
の諸家であ り,多くの新資料を獲得 した。以上の国内所在中国画の捜訪調査
に対 し,昭和35・42・45・46年には台湾故宮博物院,張 群 ・林伯寿 ・張伯謹
3象所蔵の中国画,昭 和43年には米国所在の中画画を調査 した。
研究成果の公表されたものの主題を時代順に見てゆくと,文人画勃興期の
北宋の殿竹,南 宋画院の異色画家梁楷,宋 元代水墨画,明 清時代の活賜 ・召β
窯 ・劉節 ・陳復 ・王謂 ・李士違 ・徐滑 ・敢其昌 ・李日華 ・幌元瑚 ・郡封佳 ・
戴明説 ・呉宏 ・華苗 ・金機 ・鄭曼 ・銭杜 らの作品と伝記,来 舶清人画家等を
数えることができ,精細なる新知見を提示 したものが少なくない。また昭和
43年10月7クリーヴランド)き術館で行なわオ1たノO代美術のシンホジウムに出









検隊が派遣 され,貴 煎な幾多の遺品が齎 らされて,一部が東京国立博物館東











や く旧久原氏蔵品の所在をつ きとめ得てか ら,橘氏所蔵の存在の確認まで,
更に数年を要 したのであった。
美術部における西域研究の歴史は長いが,一・貫して行な って 来 た の は,
この 「大谷 コレクションの研究」であった。同 コレクションは,探 検家の帰










絵画では,壁画断片について ミーラソ第3,第5古 趾,キ ジル洗足洞,マ
ヤ洞,ク ム トラキソナラ洞,ベ ゼクリク第3,4,8,11,19,20の各窟寺
に原位置を比定するとともに絵画史的考察を行ない,ヘ レニズム,イ ラン,



















した。 その他アス タナ出土 の花樹対鹿文錦,天 馬文錦 の よ うな染織史上貴重
な例を含む多 くの染織 品や,明 器 としての備 お よび 日常器 具に至 る さまざ ま
な種類 の金属,木 漆,土 製 品な ど対 象の拡 りが大 きか った。 °
一方諸外国の探検隊 に よる蒐 集品については,ド イ ツ隊,英 国隊 による図
録,報 告 書類の刊行があ り,充 分な記述 もあ って間接 資料 として常 に座右 に
置かれ る ものであ ったが,外 国への渡 航が可能にな って以来実物 に接す る機
会を得 て,研 究而に著 しい飛躍 を とげた。 すなわち未 刊のベ リオの 日記 ・調
査録に 基づ く同隊 の行動 と成果の概観は従来の空 白を埋め ることがで き,ま
たその蒐集のい くつかについての論文 も発表 された。ベル リン,ロ ン ドソ,
ニ ューデ リーにおける実物に即 しての4典 資料 も増:..研究結 果 も著 々公表
された。 なお従来未公表の ソ速探検隊 の収 集品 につ いても,近 年2回 の展覧
会に出品 された資 料によ りその ・部が 確認 され,西 域 築術 に新 しい知見を加
え ることがで きた。
なお 当部門で強力に封{三進 すぺ ぎものに国際 協力がある。 当部では 甲 く昭和
28年にパ リの ギ メー東洋 美術館 と資零;}交換 をf1'tCい,ヘリオ撮影 の原板 よ り
の敦焼石窟346枚の焼 付写箕 をは しめ,未 刊の トウムシ ュク,キ ジル,ク ム
トラ,ド ル ドノレア クノし,ス パシの 各遺瞳の写真243枚の寄 贈を受け,貴 重な
較料 と してその後の研究に資す るところ極めて大であ った。昭和42年には レ
ニ ングラー ドのエル ミタージt物 館 よ り同館所蔵の`1冒央アジア西部,東 ト
ルキス タン,カ ラホ ト,敦 焼の'ゲ真149枚の 変換寄贈を受 けた。 今後諸外 国
との よ り密接 な連携 を保 ら,資 料の収 渠をはか ると共に研究 を進 展 させ て1」
きたい と企図 している。
なお敦焼 についての研究は 早くか ら進め られ,石 窟 の編{卜史な どに成果 を
あげていた。 石窟の資料はベ リオの現地撮影にな る原板の焼付4真 をギメー ・
東 洋美術館か ら贈 られ,ま た1950年代の終 り頃中園で刊行 され た図識,図 録
類の殆 ん どを網羅 す る集積があ り,1958年開催 された敦焔 芸術展 に際 して は
敦 焼文物研究所 よ り未刊の 「敦蝶 莫高窟修建年代表」の腹写を許 され るな ど ゜
資料の 交換に 見るべ きものが名か った。


































岩波書店,昭 和41年)。なお この研究に対しては,昭 和42年に朝日賞が贈ら
れた。そのほかイソドおよび東南アジア美術の紹介,普及に絶えずつとめ,












入庫 した文献資料 の再整理が徐 々に進め られて いたことを記 してお くべ きで
あ ろ う。
日本におけ る西洋美 術の研究 は,大 別 して国 内所在作品の調査研究 と,文
献的研究 との二種に分 け られる。前者 については旧松方 コ レクシ ョンを中心
として設立 された国立西 洋美術館を中心 とす る研究 グループに加わ り,主 に
印象派以後の諸作品の調査に数回にわた って参加 した。そ の際本研究所が戦
前に収集 してあ った展覧会11録等が貴承 な資料 を提供 した のであ る。
文献に甚つ く研究 については16世紀 以降19世紀 までの絵画を中心 とす る研
究が所内研究会での発表,あ るいは所 外での著述活動 として行なわれて きた
が,そ れは次の よ うな請項 日に集約で きる。
D16世 紀マ ニエ リス ム。 イ タ リアにおけ るその傾向だけでな くネーデル
ラソ ド,フ ラ ソス,ス ペイ ソにおけ る傾 向を研究 した。
2)17世紀バ ロック芸術。絵 画のみな らず建築 を含めた この芸術様式の綜
合的性格を考慮 した研究を行ない,外 国の基本文献 の翻訳紹介 も行 なった。
16tH:紀に おけ るスペ インの グレコ,171紀のベラスケ スの諸作品の図像解 釈
についての紹介 も行な ・)た。
3)ゴ ヤを中心 とす る18世紀か ら19111:紀への転換 期の画家,プ レイク,フ
ユス リ,ダ ヴィッ ド等の研究。
4)19世紀中葉の フラ ソス絵画,ク ールベ,コ ロー,ミ レー等の研究。
なお研究 員の海外出張に伴 って,フ ランス国立図溺館版画察,ブ リュッセ
ル国立図 霞館,ラ イデ ン国立人類学博物館な どにおけ る稠査に よって 口本 初
期洋風画 とヨー ロッパ焚術 との関連のiii接の媒体 とな ・1た西欧の版画 を数 多
く発見 し,ま た川原慶賀の在外作品の綿密な調 在 も可能に なりて,こ こに 新











部別科教室2室(8坪)を 借用 して発足 したのは10月であ..た。専任研究員
2名,1週1日 出勤の非常勤研究員3名,臨 時筆生1名 で,組 織Lの演劇 ・
痔楽舞踊 ・郷土芸能の3研究室を構成 したわけだが,1室 に3名 分の机 ・椅
f一と謁柵を置 くと,それだけでも窮屈になった。早速,寒 冷期を迎えて,中
央に大 きな角火鉢を据えると,もはや身動 きもできない状態であった。炭火
に よる一酸化炭素中毒症状を起 こす こともしば しばであったので,次 にはだ
るま型の石炭ス トーブが据えられた。 この別科教室とい うのは,邦 楽科の教
室または練習室 として用いられていたので,琴 ・三味線はもちろんだが,ピ
アノの弾奏 も絶えず,防 音設備のない木造二階建ての階下のこととて,た ま
に訪れる人にとっては,天来の妙音 とも聞こえたようだが,終 日在室する部
員にとっては,騒音 としか感 じなか った。なにぶん借家人のこととて抗議も
ならず,た だただ辛抱して忍耐力の養成に努めるだけであった。間もなく専
任研究員は3名 とな り,後には職階制の変動などがあって,臨 時筆生より行
政職への切 り換xに より,定員が2名増加したが,そ れ以後の増員はなく,












冬は隙間風が身にしみ,石 油ス トーブの石油を本館か ら毎 日運ぶ労苦も続 く
など,予想しなか った住への不満は次第に募 って来た。鳩が天井裏に侵入し
て羽虫を落 とした り,室を仕切る板壁の間に転落 して救出に骨を折 る騒ぎも
頻hと して起 こり,侵入 口に板を打ちつけて,シ ャヅトアウトせ ざるを得な







これは保存科学部の部長室 と会議室 とア トリエの一部が提供され,美 術部の
陳列室を借用することによって解決 し,6月70に 芸能部は二度口の移転と
なった。今度は手狭でも一年間という先の見える辛抱であ り,木造とは異な







のほかに,部 長室 ・図轡霊 ・狡料室と視聴室 ・録膏蜜 ・調整室の特別3室 を
擁 し,視聴室に舞台が設け られた。5月 の竣功記念式に続いて,6月6日 に










































「芸能の科学」1・2号 があ り,「四世鶴屋南北作老年表」と 「鮫の神 楽 台
一47一







実演が催された。演 目ば新内による 「三番曳」と 「関取千両幟」,民隅 「念
仏唄と童唄」,説教節による 「鮨谷館騒動」 桂姫門前払いの段であった。 そ
うして弟3回 が昭和33年の開所記念行事として,芸能部が担当した10月17日
の 日琉舞踊の会である。産経新聞社と沖縄芸能同人会の後援を得て,祝 議物






である。そ うして,昭 和42年度より毎年朝 日講'.iii;を借用し,朝 日新聞社の後
援を得て公閉学術講座を開くに至 り,昭和46年度までに歌錦伎2圓,日 本舞




能 ・近世邦楽 ・人形劇 ・民俗芸能などにおける 「翁」の録音 ・撮影 ・記録
調査を各地に行ない多くの資料を収築した。 ことに奈良坂の 「翁」を初め,































































寺 とい うと,大'i'一の人 々は葬 式や年忌を思 い浮かぺるであろ うし,別 の 日
で見 る人 も,伽irrvv"11,の建築や,壇1:諸 尊の彫刻に心 をひかれ るにと どまる
のが現状 であろ う。 しか し3」㍗院本 来の任務に,年 々月>tに定め られ ている法
会の厳修があ ることを忘れ ることがで きない,,ただ この方は,紗 トの者 の理
解に時間がかか る。建築や彫 刻は,素 人 目に して も,・ 目見ただ 一rでそれな
りの感動を受けて帰れ るが,r1:':の場 合1よ,玉乏時間の参観聴 聞に耐 えなけれ
ぽ首尾一 貫 した感動が なく,そ わ もその次第や内容についてのP備 知識がn
くないと,歯 が立たない ことが 多い。
しか し,寺 院行ll・1:の研究解 明は,日 本芸能研究の1:で絶対 欠 くこ とがで き
ユゆ ユよらえ しゆ ド ゑ




の論議や,浬 繋会等に見られる講式は,'1勺蜘・曲舞 ・能等の譜 り物の祖形を
直接受けついで発達をとげたもので,貯楽史上重要な地位を占めている。ま
しゆ し









!昭 和36年以来,多 くの寺院 で実地調査 と瀦.頻 による記録を行ない,そ
1
[の 解明を実施 しつつある。その主なものを抜き出して以下に掲げよう。
1ま ず修正会 ・修二会の代表的法要は,憐簾 であるが,そ のもっとも大が
tか りなものに,お焚松またはお水取 りと言われる東大寺の修二会がある。こ
く 　
1れ は14日間にわたる大行蜘 毎日81刷 から1°醐 を費す法要な呪 調
}査 記録 に も長年 を要 したが,ひ と通 りの把握 が できたので,ビ クター ・レコ
!.一 ド 「東大 寺修二会観,r.ri悔過(ス テ レオ6枚)」 を監修 し,こ れに4冊 の解
{nii7Gffを 付して昭鮒 ・度芸術祭に参加し・鰍 を獲得し婦 たさらに詳
1細 な2000ペー ジ以 ヒにわた る記録を まとめ,4冊 の報告,1}として公にす るf
}磁 雛鶯 鵜1鍼∴∵
{れ る法隆寺金堂の吉祥悔過,同 寺夢殿の十一面観音悔過,西 円堂の薬師悔過,
1新 薬師寺の薬師悔過,東 大寺大仏殿の如意輪観音悔過,中 宮寺のf面 観音
}ぶ つちよう
}悔 過,西 大寺の仏頂悔過,長 谷寺の十一面観音悔過などについて調査を行な
}い ・さらに藩 しく民俗芸能的色彩を帯びた大分県岩戸寺 ・成仏寺 ・天然寺
[の 薬師悔過,三 重県正月堂の観音悔過,岩 手県毛越寺の常行三昧供等につい
1て も,研 究の手を進めてい る。
{が くxふ さん
〔 諮 綜 会について綴 した大きな為?㌫ 長谷寺における真諒 蜘 派の
1伝 法大会,延暦寺における天台宗の法花大会がある。いずれも全国から多数
}受 験の僧侶が集まって,数 日にわたり大がか りな論義を行なうのだが,前述
1の ようにそ."tは,qa物 としXけ 取ることができる.なお,献 寺に
[お ける鞘 宗の籠 査,緬 寺(ま たは興福寺)に おける法相宗の鱒 熱,i
日数こそ一日だが前掲の大会と肌 性格の伝統正しい学会で,比 鮒 照の上
　 べつしよ うりゆう ぎ え
1で 重要な資料を得ることができた。また延暦 芋の別 請 竪 義会は,法 花大会
}'罐 鶴 灘 灘 翻 塵餐1ち髄 懇穀 纏
i,義 を行なうというもので・法会のきび しさカ～今に繊 ぬことを立証するものi




がんざん え ぎよ ぴ え ろう
月会,延 暦寺横川の元三会,寛 永寺の元三会,東 大寺の聖武天皇御忌会 ・良
べん の
弁忌,な どにおける法花八講 ・最勝十講 ・三問一答論義があ り,講式を用い
るものに延暦寺横川の六道講式がある。
以上のほかに,調 査を行なった主な法会に,密 教行事の花ともいうべ き延
ゐ し ね
暦寺の7日間の御修法,在 家信徒 との交流を保ちつつ修されている光明寺の
じゆ うや め つと う ぽん だ ら く
十夜念仏法要,遊 行寺のお滅灯法要,新勝守の落慶法要の曼陀羅供,法 隆寺
しようりよう え
・四天王寺の聖 鑑 会,増 上 寺の法然上人御忌会,万 福寺の開山遠忌など,




く,いわば芸能研究上全 くの新分野を開拓 したものと言 うことができる。
安原コレクション邦楽レコー ドの研究
昭和35年度の科学研究費 「浄瑠璃の音楽的理法の研究」によって,神 戸市
須磨に在住の故安原仙三氏所蔵の邦楽 レコー ド5600枚を購入し得たが,ま ず
この膨大な資料を須磨の安原家か ら破損せぬように運搬すること,次にこれ
を格納するためのレコー ド・1ミックスの調整が当面の研究牒題であった。前者
については,契 術品運搬と同様な配慮により入念な包装を施 した後,運 送会
社のキャリアに頼ったが,後 者については,NHKな ど他の機関の保存方法
を調査の結果,木 製けんどん盈付きのガラス戸柵を調製 した。 しか し,格納
する前に内容の調査を必要とするので,こ の間,戸柵の置 き場所については
美術部の陳列室の一部を借川 し,消毒保存措置については,保 存科学部の助
言を得た。かくて取 り敢えず簡単な内容の調査 と枚数計算を済ませて,同 年
末の安原コレクシ9ソ収蔵披露の講演会に臨んだ。
目録出版に際しては,ま ず安原 コレクショソの過半数を しめ,も っとも特
色のある義太夫節の整理から着手された。 これより先,各 レコー ドを聴取 し
て所要癖項を記入するための音盤 カー ドの作嬰があ り,その記入規定92条を















なる呼称 も表われた。(3)音盤題紙識別表は,題 紙の様式を分類整理 して様式








要が生 じた。 さらに題名索引 ・奏演者索引 ・詞章索引を付 し,昭和40年度の
発刊に至った。
引続き,義太夫節以外のレコー ドについては,能 ・狂言 ・歌舞伎 ・新派な
どは演劇研究室,雅 楽 ・声明 ・義太夫節以外の近世音楽などは音楽舞踊研究
室,落 語 ・講談 ・浪花節 ・声色などの巷間芸能は郷土芸能研究室がそれぞれ














ところが能のばあいは,奏 演者がシテ方 ・ワキ方 ・狂言方(ア イ を 勤 め






要とす るのだが,研 究者が個hに それを学習するのではきわめて能率がわる
い。そこで,当研究所芸能部の音楽舞踊研究室が中心 となって,所外の若手





1騒 旙の発声 ・発1°7の原理。 コトパのイントネーショソ。観世 ・宝
生 ・喜多3流 の隠面解読法と奏演技法。音階と旋律法。拍律(い わゆる地拍
子)の 原理とその実際の葵演技法。稲における劇表現術。
H蠣 子 能管の譜の構造原理。打楽器の譜の構造原理。手紐 ミ分析と
その実際の炎演技法。矯および動きとの関係。
III動き 動作単元の郁類。観世 ・宝生 ・喜多3流 の型付の解読法と葵
演技法。クセ ・舞事における動きの構造。




VI面 ・装束 種類と紛み合わせ原理。流儀差。相似関係 ・相同関係の
面 ・装束について。


































台に春 日神社があ り,黒 川r地 区がその氏子であるが,そ れが,2月1.日
(ひと月遅れの元EDか ら2日にかけて,春 迎えの行事である王砥祭を行な
い,盛 大な演能を催す。黒川は,全 域が上座 ・下座の二つの宮座に分かれて
いて,毎 年両座から一人ずつの当屋を年長順に出すが,祭 りの当日は,il砥
様と称する依 り代を当屋に迎え,座 中全戸の戸主が袴姿に威儀を正して集ま
り祭 りの宴を開く。その夜は,夜を徹 しての演能があ り,村人たちが楽 しげ
に見物する。翌朝王紙様は春 日神社に還御 し,拝殿の能舞台(両橋がか りで
ある)で再び能を奉納 し,夕刻に諸行事を終る。
黒川能は,こ のように農村の祭 りの芸能であるが,長 い伝承の間に独自の
技法を確立させて居て,素人芸の域を脱して鑑賞に耐える舞台芸能となって





42年には,3回 にわたって黒川を訪れ,所 蔵の面 ・装束をはじめ,莫大の量
の伝来文書約50,000ページのうち12,000ページの撮影を行ない,実際の奏演
技法について調査 ・記録 ・録音を行ない,昭和47年補足を行なった。
これ らの調査研究の結果知 り得た事項は数多 く,ここに記しきれないが,
たい
謡 でいえば,ヨ ワ吟上音にナ ビキを存す る こと,地 拍子にいわゆる体 ノアタ
リを用 いる こと,ハ ヤシでい}ば,三 ツ地 の第1拍 を打つ こと,太 鼓 に毎曲
手がある こと,動 きでいx..ぽ,サユ ウの際右手を先立てる こと,足 拍子 を下
座 では爪先 を離 さず に踏む ことな ど,も っとも特色的な点 である。 なお平凡








台において上演されたが,享 保8年7月 の 「操人数覚帳」など関係文書 もあ
り,往時の盛況をしのばせるものがあった。なおこの舞台においては地芝居
の上演も見 られたという。(2)利根郡古馬牧村の下牧人形は,常 設舞台がなく,












は現在 も素義の会が盛なので,女 義ではあるが一応聞ける請 りだが,人形の
もつあい
動きはかな り激しい。②愛甲郡睦合村林の睦合人形は,大 厚木の小学校で演
じられるのを観たが,人 形遣の最長老が76歳で,昨 子屋」の源蔵や 「鏡山」
の岩藤を遣った。大正元年に大連で没 した吉田東九郎の型を継承 していると
いうが,か な り変った型が見 られた。大切が 「先代萩」で,政 岡のク ドキが
終ると,幕を引かず,そ のまま政岡が千秋万歳 と舞い納めた。いずれ も,文
楽系統の人形であ り,上方から直接流入されたものと,江戸の人形芝居か ら
の移入 とが混在 している。それぞれ多くの首を購入し,住民自らの手によっ
て遣 っていたことが知 られるが,太夫 ・三味線 ・人形遣の三業を満足に揃え
られる一座はなく,衰亡寸前の状態であった。





けだが,享 保4年 より文化5年 に及ぶ歳番帳が保存されている。 これには,
その年に演じられた浄瑠璃外題が記されているが,享保から延享3年 までは
土佐浄瑠璃の外題であるのに対し,寛延3年 からは義太夫浄瑠璃の外題に変
化する。 これは,江 戸で興行 された人形浄瑠璃がそのまま反映 したものと考
え られ,と ぼしい江戸浄瑠璃史の資料として貴重な文書と思われる。同書中
に捺印された別当寺の名によ り,恵 明寺文書と名づけ,「江戸人形浄瑠璃史








記の享保20年までを第1期 としての翻刻事業が昭和40年か ら開始され,い よ
い よ岩波書店より刊行される運びに至 った。5ヵ 月に1冊ずつ刊行の予定で
あるか ら,数年間にして享保20年までの全貌が明らかにされることは確実で
ある。伊原敏郎著 「歌舞伎年表」の補訂 も評判記の刊行によって,す でに考
証 されているが,番 付類の刊行はまだ望めないので,こ の資料による補訂は,
全面的には前途遼遠である。
番付には顔見世番付 ・辻番付 ・役割番付 ・絵番付などの各種あるが,資料
的価値においては役割番付が最高である。 もとより,上演時に発行されたも
のが全部残存するわけではないが,見 られる範囲内で番付による正確な題名
や役名 ・俳優名を明示する必要がある。 これにつき,昭和35年度には 「河竹
黙阿弥作者年表」(守随憲治編 「近世国文学一研究と資料」)において,紋番
付 と称 され る江戸の役割番付に拠る題名 ・作者名を並ぺ,昭 和41年度 には
「四世鶴屋南北作者年表」(「芸能の科学」1)と して,同様な方法を用いた
が,黙 阿弥 ・南北の作品研究の基礎作業であるとともに,「歌舞伎年表」 な





・国立国会図書館 ・早稲田大学 ・東京大学の5機 関所蔵のものを総合するこ
とが必要である。
歌舞伎脚本の所在についても,各大学 ・図書館などについて行なっていた







のものがかなりあることを示 したが,同 文庫蔵の鶴崖南北作 「お染久松色読
販」1恵ノ∫牌我万,';ls;;」については,前 者は昭和36年度彫こ 「歌舞伎脚本集下」
(日本古典文,,,,!・系)に翻刻し,後者についてはII召和46年度に 「濡れ場と殺







り・出唄 ・川嘱rと,常 に卿台 ドrの黒みすの陰において演炎する陰唄 ・陰
唯子とあるが,こ こでは黒みす宵楽 ・ド.ii楽・陰嘘子 ・歌舞伎唯子などと
称 されるものの研究である。付師(つ けし)といわれる指導的演奏者によっ













影により,上演年月 ・座名 ・上演題名 ・本主などを把握 し,これをカー ド化




・場名 ・曲目名などが判明し,年 月 ・座名 ・俳優名 ・題名 ・三味線付と唯子
付の別など各種の分類を抽出 し得るパンチカー ドや,曲 目別に分析し得るカ








音盤,い わゆるレコー ドは,音 楽鑑賞の一つの手段として開発されたもの















そのためには,音 盤の題紙(レ ーベル)の 様式と,音盤に打ち込まれた記
号 ・番号をたよりに,そ の艘作年代を突きとめて行くのだが,こ れが容易で


















いるが,公 的機関における研究テーマとして採 り上げ られたことは未だ皆無
とい う状態にあった。郷土芸能研究室が日本民謡を研究テ_rに 採 り上げた
のは昭和41年以降のことである。
過去の日本人が,季節季節の"ま つ り、や"う たげ,、に,あ るいは喜びを
うたいあげ,あ るいは祈 りをこめてうたってきたさまざまの 「うた」は,今
大きな変遷のときを迎えて過去の姿を失いつつあるというのが,民 謡の現状
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で あろ う。 この ときに当た って,民 謡 を収 集,整 理 して,そ の歴史的 な価値
を確認 し,日 本の交学 伝承,芸 能伝承の上 にlrlしい位置 づけ を行 な うことが,
今 いちぽんな されねぽな らぬ ことであ る。 それ は,過 去 の 日本人 の生活 の論
理 を究明 しよ うとい う,民 謡研究が もつべ き究 極の 目的 へのひ とつのステ ッ
プでもあ る。
われわれの民謡研究の第一歩は,ま ず民謡研究 の 目的 は何 かとい う確認を
行な うことであ った。41年の歌謡学会春 季た会において 「民謡研 究 の 問 題
点1と 題 して研究発表を行 ない,つ づいて42年12月,慶応義塾大学国文学研
究 会において 「民俗生活におけ る民謡の位置1と 題する発表 を行 なったのが
そ の意味での スター トであ った。一 方,i民謡 研究 の歴 史!を 雑誌 『芸 能』
に 執筆 して,明 治以降の 各立場 よ りの民謡研究 を概 観 したの もこの時 期(41
・3)で ある。
研究作業 としては,ま ず 「民謡集 書 目一一覧」を作製するために,既 刊民謡
集をカー ド化 し,整 理分類を行な った。 これは明治以降 の民謡集 刊行 の実態
を知 り,そ のテキス トと しての価値 の高低を識別す るためであ った。 その結
果 は 「民謡集書 目一覧」 と,う ち価値高い50冊を解説 した 「民謡 集 書 目解
題」 として46年に発表 してい る。 また,数 多い民 謡歌詞 の うち慣用的 な類型
句 と,は や しことぽに注 目して,そ の分析研究 も並行 して行 なわれ,"民 謡
はや しことば考、 として 「祝福 とはや し」(慶応義塾大学言語文化研究 所 紀
要,45・3)を 発表 してい る。
近 く刊行予定の 『日本民謡辞典』(東京堂)は,そ の研究過程 の中間報告の
一 つで もあ り,わ れわれ の民謡研究 としてはひ とつの出発点 を設定 した もの
に過 ぎぬ。 また,古 く折 口信夫が示唆 した 「民謡 における芸謡 の位置」 の追
究 も引 きつづ き行 な ってお り,「芸謡 と小歌 と」(『折 口信夫 ノー ト全 集18』
月報47.1)「 芸謡 の周辺」(『芸能』14-3,447・3～4)等 を 通 し
て その研究過 程を発表 している。前記 『日本民 謡辞典』 の概説 「民謡 と芸 謡」
もその一環である。
なお,「 日本民謡歌詞集成」 の完成 をめ ざして,各 地伝承 の民謡歌詞を既



























B本 来意味 ヲ持タナイ姿勢 ト動作ノ名称
BI本 来 リズムヲ主 トスルモノ3目52項
BLI本 来流動 ヲ主 トスルモノ8目86項
B皿 イワユル舞ノ部分1目29項
BVI荒 事 ・六法 ・見得ナ ド特殊ナモノ1目19項.
C主 トシテ意味 ヲ伴 ッテイル姿勢 ト動作ノ名栃{





●CⅡ 人間ノ感情 ヤ風情 ヲ表 ワスモ ノ
C皿 人間 ノ階級 ・職業 ・年齢ナ ドヲ表 ワスモノ
CⅣ 神仏妖怪 ・動植物 ・自然物 ソノ他物 ノ形 ヲ表 ワスモノ




これ によって,歌f<系 舞踊 の動 作は,そ のほとんどすべてを譜語の連続
に よって記録す る ことがで き,画 期的な 方式を循{、レ:できた と考え る。
なお舞譜 を楽譜 と連関 させ る方法 としては,11二線譜 ・数字譜 または三線譜
(交化譜)と,譜 語を列記す る横線舞譜 とを,小 節 線によ って関連 させ る。
その際舞譜は11q線譜 とし,左 手 ・右f・ 左足 ・右足 ・首その他h二区 分に分け
て譜語を記 し,小 数の記 号を定めて,譜 語 と譜語の相11:関係をあ らわす こと
と した。
以上の記譜法を整理解説 し,譜 語は写真に よ ・,て図解 し,さ らに この記譜
法に よって,五 流五曲の舞踊を譜面化 して例示 したのが1日 本舞踊譜」であ
る。 これは,本 研究所の芸能部全員 の力を結集 して,昭 和32年以降3年 間に
わ たる研究を続けた結果 の産物 で,昭 和35年に初版を,昭 和41年に改訂版を
刊 行 した ものであ る。
なお,「日本舞 踊譜」 に示 した舞譜は,い うまでもな く記録の ため の 譜,
す なわち記録譜であ って,芸 能 の研 究に役立て るほかに,著 作権設定 のため
に 創作按舞を記録す る時 に も使用 で きる。 しか し教 習 または奏 演のための譜
としては,必 要 以上 に複 雑だ とい う感 じを世 間に与えてい るよ うであ るが,
教習譜 ・奏演譜 については,ま た別に,音 楽舞踊研究室 において 目下研究を






しい文化も入 りそびれているが,昔 は秋葉街道,三 州街道,伊 那街道等がこ
の山間を貫通 して,東西南北の文化がここに吹き寄せ られることが多かった。
現在,こ の国境地帯の部落部落に,神 楽 ・田楽 ・田遊び,念仏踊 ・かけ踊 ・
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獅 子舞 ・盆踊 ・人形芝居 ・歌舞伎 など,郷 土芸能 の代表的種 目がおび ただ し
く伝承 され ているのは,こ うした往時の諸 国文化吸収 のな ご りで,そ の内容
の豊富 さにおいて,全 国 で も一,二 を争 う地域 といえる。
郷土 芸能 研究室 では,こ の点 に着 目して,開 所 早h,全 国に先がけ て この
地 帯の芸能調査を行 なった。す なわ ち,昭 和27年11月,愛知県北設楽郡三都
橋の湯 立神楽"さ んそろ祭",同 県南設楽郡大海の念仏踊"ほ うか"を 調 査
し,引 続 き,12月長野県遠山地方 の霜 月神楽 を七 ヵ所にわた って調査 した。
これには,慶 応義塾 大学 の国文学研究 グループ も参加 し,共 同で部落 ごとの
芸能の異同を調ぺ,同 一 の芸能 の種 子が,い かなる伝承の経過 で,部 落 ごと
に異な った内容を生 むに 至るか とい う,芸 能伝承論理 の一つの問題につ いて
種 々検 肘を行な った。 この研究 の成果は,「遠山の霜月祭 り」 とい う表題で,
r芸能』(民俗民芸双 翁1。 昭30)の中 で公表 し,また,遠 山 の芸能 の実態 に
つ いては,『遠 山まつ り』(長野県教委編 。昭31)に報告 した。
昭和28年には,信 州側で,阿1何町新野 の衝 祭 と盆踊,同 町和合 の念 仏踊,
同町早稲 田の人形芝居,J'itf一村温。田の くれ木踊,竜 江村今 田 ・上郷村黒 田の
人形芝 居などを調査 し,1河 側ではlll峰・鳳 来寺 ・Ll沢の田楽,遠 州側では
水窪町 西浦 の田楽 などを闘 査 した。そ して,以 後,新 野 の雪祭へは4度,鳳
来寺 ・田峰 の田楽へは2度 ・奥 三河の花祭へは3度,西 浦 の田楽へは3度,遠
山の霜 月神楽 へは3度 とい うふ うに,敵 要 と!.Jされ る芸能に対 しては繰 り返
し実地 調査 を行ない・それ ぞれの もつ伝 承を くわ しく記録 し,分 析研究 を行
な った。 その成果につ いては,『芸能』(ll召30),rII本人の 芸能』(昭32),『民
俗芸能 』(昭43),『芸能 と民俗学』(昭47),1噌穿蚤」(長 野 県教委編 。昭30),
「雪祭 り」(編著。 昭44),1鎮送儀 礼と芸能 と」(国学院雑諮。 昭35),「田楽
























類し,日本芸能史の上に位iづ けていくかとい う研究を行な うようになった。
郷土芸能の分類については,す でに早稲田大学の本田安次教授が,芸能様
式と信仰要素の面からす る分類案を作成 してお られたが,郷 土芸能研究室で
は,ま ず郷土芸能を,芸 術化する以前の,さ まざまの民俗的な制約をもつ行
動伝承と解して,そ の民俗的な制約の内容によって,個 々の芸能をい くつか
の種 目に分類していこうとした。 この考えに基づいて,芸能を芸能たらしめ
る民俗の制約を(1)季節(2)舞台(3)台本(4)俳優(5)観客の5点か ら捉えて,
たとえば(1)においては,㈹ 春の芸能(B)夏の芸能 ⑥秋の芸能 ⑪冬の芸能
の四種 目を設定 し,(2)においては,(A)座敷芸(B)庭の芸(C)門口の芸 ⑪大








に伴 う音盤分類表の検討作業の中で練られ,そ の成果は当部発行の 『音盤目
一G:
二





の別称である。 この列島は,遠 く縄文土器文化時代,九 州に居住 した日本人
の一部が南下 して開拓した地域で,以 来,本土 ・中国 ・東南アジア等に隣接
する地理的条件の もとで,それら諸国の文化を吸収しつつ,独特の文化を培養
しながら今日まで来た。特に注目されるのは,本 土ではすでに失なわれた古
代 日本の文化と同質の文化が,こ れらの島々の現実の坐活の中に色濃 く残留






八月踊 ・奄奨民隠,徳 之島の浜踊 ・まんかい ・闘牛 ・徳之島民隠などを現地
調査 した。次いで翌9月,薩 摩半島に近い{島 村の硫黄島 ・八1局・竹島を訪
れ,こ の うち硫黄島の庖瘡踊 ・太鼓踊,黒 島の癌瘡踊 ・長刀踊 ・弓矢踊 ・三















に 関 しては,第 二 次世 界大戦後,ア メ リカの軍政下 に置かれ た関係上,た や
す く調査す ることが しば ら く叶 わなか ったが,昭和33年8月,琉球政府文化財
保護委員会の招聰を受けて渡島 し,組 踊 ・端踊 ・雑 踊 ・歌劇 等の舞台芸能や
沖縄本島に分布す る京太郎 ・臼太鼓 ・南の島 ・打花鼓等の民俗芸能や,八 重
山諸島に伝 え られ る大胴小胴 ・節歌 ・盆ア ンガマな どの調査を行な った。 こ
れに よ って,戦 後衰退を憂慮 されていた沖縄 の伝統 芸能 の現状を知る ことが
で き,ま た芸能分布 の状況 をおお よそつかむ ことがで きた。 その後,昭 和30
年9月 に,沖 縄本島北 部の 占字利島をは しめ本 部'1を島の部落部落をたずねて,
祭祀組織 と芸能 の関 係を くわし く調 陛し,昭 和39年11月には,沖 縄4こ域 の伝
統音 楽の記録 化を計1画して,沖 縄 ・宮 占 ・八IE山の 各諸島に渡 り,琉 球 交化
財保護委員 会の協力を得 て1000曲に のぼ る歌曲 ・器楽曲 ・舞踊il!iの録fヒ を
果た した。 この成果 は昭和40年,口 本 コロムビア レコー ドか らr沖 縄 ゴ礫 総
境』(LP30cm盤16枚)として刊行 され,そ の 年の芸術祭奨励賞を受賞 した。
昭 和41年12月には,12年に1回 もよお され る巫女集団加入の秘祭イザイホ
ーを沖縄諸 島久高島で調査 し,43年7月 には琉球政府 と共同で八重山諸島の
プール(収 獲祭)の 祭祀 とそれ に伴 う芸能を調査 した。 また,そ の後は毎年
渡島 して,各 地 の民俗芸能を調 査 し,昭 和46年には,舞 踊技法 の分析研究な
どを も行な うよ うにな った。
これ らの調査研究 の成果は,「南島消息」(「芸 能」1～6号 。昭34),「沖縄
芸能 の現状 と日本芸能」(「観世」。昭34),「蒲葵 の島の巫女 の 祭」(「日本文
学論究」26。昭42),「南 島の歌謡 とその民俗」(「日本歌謡研究」5。 昭42),


















































名,物 理学系研究員1名(非 常勤)で あった。研究室は本館地下の修理室の
一室(66m2)で,実 験器具等の整備から着手したが,戦 後の混乱期で種 々
の困難が伴った。始めに研究対象の一つとして法隆寺金堂壁画保存に関する
科学的処置に意欲的に着手することになった。その目標は翌年1月 火災によ










格狭間板の補填,殺 虫殺菌処置,ま た絵画 ・彫刻に対 し,紫外線螢光写真,
赤外線写真による材質等の鑑識の検討を文化財保護委員会の附属機関となっ







理,生 物の3研 究室が誕生 した。化学研究室は技官1,技 術員1,臨 時職員
1の構成であ り,生物研究室は専任研究者は置かず,委 託研究により徽害調






然科学的研究特別委員会が組織 され,文 化財の科学的研究がll∫開 されること
となった。参加者は,物 理学,化学,植 物学,動 物学,薬 学,人 類学,考 古
学,建 築学,x術 史学,医 学等各専門分野の学者等多岐にわたり,研究室の
2名も課長とともに参加した。24年,学術研究会議解散の後は,日 本学術会








































昭和35・36年の2年度にわた り 「文化財建造物の精密修理に伴 う科学的処
置」と題する,文部省科学試験研究費で総合研究を各研究室が分担し,X線




に竣工した。鉄筋 コソクリー ト造2階建で662,78平方 メー トルの床面積があ
り,それまでのバラック建に比 し,5倍 の面積となった。2階 に化学,物理h
生物の各研究室とも専用の実験室が設けられたほかスペ クトル室,天秤室な
ど特殊な部屋 も設けられた。また階下にはア トリエ,試 験機室,図 書室,会




















所別館内の収蔵室などについて,聖気調和と新築 コンクリー ト造 と室内環境
との関係を最終的に調査を行なった。その測定脚在結果は保存科学8号 に収
録されている。第2期 の特別研究は 「書院造等障蟹画保存の科学 的 調 査 研
究」と題して3力年計画で実施 している。
ユネスコの第9回 総会(1956)は文化財保存修復国際研究セ ンター(ロ ー
マ ・セ ソター)の設立と規則を採択 した。1958年5力国の加盟によってセ ン
ターは発効 し,ローマに設置された。文化財の保存と修復の科学的,技 術的




昭和45年3月鉄筋 コソクリー ト造,地上3階,地 下1階 の別館新庁舎が竣





非破壊分析室などの機器測定室,図 書室,会 議室がある。地下はX線r線 透







昭和46年度,保 存科学 と文化庁の保存三課すなわち記念物課,美 術工芸課,
建造物課との研究連絡,懸 案事項の協議のため年一回春懇談会を開催するこ
ととし,また秋には,テ ーマを設定し,文化庁保存三課,国 立博物館,芸 術
大学等の研究者を招き,主題に関する研究発表,調 査報告,討 論を行なう研



















コの当部 よ りの メンバ ーは2名 であ る。
その他の国際会議
昭和46年当部技官1名 が オラ ンダにおけ る第2回 国際 生物 劣化 シ ンポジウ
ムとイギ リスにおけ る第1回 国際菌学会に出席 した。47年2月 にはイ ン ドで
開催 され た東南 アジア ・太 平洋地区保存会議に2名 が参加 した。
一 方我 国におけ る国際会議 と しては昭和41年の東洋美術専門家会議があ り,
欧 米の専 門家数名を招 いた。45年の京都奈良の保存に関す るシ ソポジ ウム,
47年の文化財保護専門家 会議に も参 加者 を出 している。
技 術指導 ・助i.・調 査参 加
技 術指導では昭和41年カイ ロ博物館,42年ハ ワイ ・ホ ノルル美術館,同 ビ
シ ョップ葵術館 などへ の出張 があ り,助 欝 としては44年台湾故宮 博物館へ 当
部技官が立寄 りて保存 に関 する助raを行 な った事績がある。46年にはイ ラ ク
・クルナ水没交化財 調査団 に当部 より1名 が参加 した。
研修
昭和39年ベ ノしギー王 立文 化財 研究所 へ1名 が長期の研修のため出張 した。
47年3月には1名 が東南ア ジア 各地 に研修 のため出張 してい る。
当部へ の来訪 者
外国専門家来訪の主 なる ものは ベルギ・・i:　'r.文化財研究所_1一 ル マ ン
(36年),カナ グナシ §電ナルギ ャラ リー保`∫:研究 所長ス トロウ(45年),デ ン
マー ク国立博物館保存科学 部長 ク リ〉.テンセ ン(451),ロ 一ー一rセソター 所
長 プ レングー リース(45年),イ コモス会長 ガゾ・一ラ(45年),アメ リカ ・プ
リヤーギ ャラ リー保存部主任 ゲ ッテ ンス(45'4`・)の諸氏があ り,可 能 な限 り
研究懇談 の集会を開いた。























































要を生 じた。 これにつき41年頃検討を行ない,か つ購演会で解説を行なった。



























澱んで醸酵 して硫化水素の発生を見たわけで,今 日のヘ ドロ公害のは しりと
























空気汚染の現状に鑑み,屋外展示は出来る限 りさけ,美 術館,博 物館,収
蔵庫では空気調和を計 り,陳列 ケース内,収蔵室は人間を対象とした陳列室
の系統から切 り離 した別系統 とし,さ らに汚染ガスの除去や殺菌装置をつけ
た文化財保存に霊点を置いた空気調和を行なうことを勧告 している。 しか し








科学研究費に よって,恒 温恒湿装置が,設 置されてからであろう。
昭和32年戦後始めて国宝重要文化財の欧州巡回展が行なわれた。そのため
の文化財輪送は海上輸送であったが,それまでの経験によると熱帯地を通っ
てまた温暖地へ入る航路では密閉 した文化財梱包の中は往々乾燥 した りある
















もおこり,密閉梱包が実は密閉でなく,かな り梱包外空気の出入 もお こる。








































子がコソクリート堕体から空中に移行 して浮遊 しているもの と考えられ,そ




















































これが有効であったことを確認 した。 しかし万博美術館に限 らず一般の建築
を調査 し,この結論としていえることは,硫 黄酸化物は建物や収納容器の中











奈良:昭 和27年卜輪院,極 楽院,法 華寺,昭和36年薬師寺金覚,山 口:昭和




の調査,大 気汚染の生物因rす なわち,空中微生物の闘査 も,多 くの博物館
陳列室,収 蔵庫(昭 和31～3Li4=il:倉院,昭 和42・43年東京 ・京都国立博物館,
昭和45年奈良国立博物館,昭和43年広島県立美術博物館,昭 和45年万博美術











29年教王護 国寺,30年増 上寺,31・32年浅 躯 芋,32年輪王寺,35年明王院な
どで ある。 また個hの 対象については殺虫室,収 蔵庫な どで天幕燥 蒸を実施
している。45年度に減圧殺虫装置を設置 したので,減 圧殺虫 も手がけ るよ う
にな り,新 しい憾蒸剤 の検 討 も行 なっている。
防腐処置 も以前は,ペ ンタクロロフェノルやそのナ トリウム塩を用 い,初
期には27年日光二 荒山神社神橋,27年法隆 芋,28年高知城 などに利用 され,
建築物修理 には欠かせない ものであ'Jたが,近 年は クロロナフタ リン系の薬
剤に移行 してい る。
そ の他,昭 和29年よ り古建築 の部材,出 上木器な どの木材 の材 種鑑定 を行
なってお り,同 時に各材種 の標準 プ レパラー トを作成,資 料 として蓄積 して
いる。
















の認可を科学技術庁から得て,昭 和35年から研究を続行 して きて い る。但
し作業所としては極めて特殊なケースであ り,現在保管 している同位元素も
つ゜ Coの3キュリーおよび200ミリキ ュリーの密封線源にすぎない。金銅 製 品
一83一
?には移動が考えられぬ程大きくまた重い場合も多い。その場合はCo線源 を
現地に運搬 して撮影を行な うことになる。線源は放射線の常時射出を防 ぐた










































のが多い。解体部材の うち四本の巻柱は特に内部木質の腐朽の激 しい ものて
あったのでア トリエにおいてもう一度精密なX線透視を行なって腐朽を調在




った。45年末か ら46年始にかけて二度に亘 り殆 ど茶室全体のX線透視を行な
った。その結果大磯に全体が解体されることな く移される以前東京に再築の




したところその下に別の羽 目があ り漆面の上に梅に錦花鳥の図柄か らなる唐


















に依頼 して写真測1が 行なわれ,大 仏の実形の記録図が作成された。その後





文化財の指定,保 存,修 理の際,そ の材質を調査することは,最 も基本的
事項である。材質脚査の場合は,非 破壊的方法で行なうのが原則で,修 理等





法はサイクロトロソ,原子炉で加速された荷電粒子(中性子がよ く使 わ れ
る)を試料に照射すると,試料は放射化され,放射能を帯び構成する元素は
固有の放射線を出しはじめる。 この特性 と強度を測定 して元素分析を行な う。





に応用 し検肘しは じめたのは昭和32年のことである。 この分析法は,試 料室
一86一




はじめとする 「古瀬戸調査」において,粕 薬分析に応用 し,その結果から瓶
子などの真贋の判定に有力な材料を得ることができた。この測定 もメーカー
の協力を得て,装 置を改造 して行なったものであるが,こ れによって装置,
分析法の有効性が認められ,昭 和36年度に螢光X線 分析装置が購入設置され









に関しては,炭 素 ・水素 ・窒素分析計(45年度)赤 外分光分析計(42年度),
ガスクロマ トグラフ装置(42年度)な どを利用 してお り,その他熱分析装置
(43年度46年度)薄 層クロマ トグラフ,そ の他の装置を利用している。
前述のように微少な試料を有効に使い,多 くの情報を得 られるよう分析法
の感度,精 度の向上に心掛けている。










































■素樹脂,ス テソレス ・スチール板を固定するための;}ミル トの土壁内接着には
フェノール樹脂が用いられた。 もっともアクリル樹脂による絵画彩色層の剥
離 どめは,こ れ より先,昭 和17年(]942)奈良霊ll侍の三重塔の内部板絵彩









落 どめが普及,実 施されて きたが,保 存科学部ではあまり障壁画の実施には
参加 してお らず,法 隆寺壁画保存工事終r後 の昭和28年頃より専ら建造物関
係の彩色,板 絵を重点的に同じ方法で剥落どめを実施してきた。しかし漆下







































































膏が検出されたが,描 かれた時,ド ウサが強すぎた上に,堂 内が夏季に高温




















内にあって騨 をなすものとiCら 摘 の鳩 漣 の技法調査によって得 ら1
れた事実は大きな価値があると考えられる。
金色堂部材には単に漆芸技法にとどまらず螺鋼が多量に用いられ,更に玉









が残 った事は事喫であ り,今後この様な分野の研究が強 く盟まれ る。
中尊寺金色・1;`1内陣部材のうち坤,乾 柱の保存
し坤
,乾柱は腐朽が甚 しかったので新造 し,この:本 は別途保存される`抑こ
なったが,保 存科学部は修理11事終r後 のIY{和42年7月から一・力年間,こ の











線透視,顕 微鏡等を駆使 して材質技法醐査を行ない,併 せて奈良時代と鎌倉
時代の遺品についても調査を続行 して古代漆芸技法の体系化を進めている。'






2.漆 の硬化 ・保存 ・劣化についての科学的研究
中尊寺金色堂解体修理にあた り,漆の保存および劣化過程について昭和39
年より研究を開始 した。 各湿度中に放置した漆膜に紫外線を照射 し,赤外線





か り,中尊寺金色堂の保存に寄与 した。特に中尊寺金色堂の修理に関 して,
従来伝統的な漆工技術に関す る科学的研究は極めて少なか・,た。そこで文化





が膜の光沢,均 一性,付 着性,強 靱性が劣るのに対し,43%以下の低湿度の
場合には光沢,均一性,強 靱性のす ぐれた塗膜が得られるが硬化にかなりの
長時間を要するという欠点がある。 しかるに相対湿度55%付近では硬化速度



























頸部補強にもエポキシ樹脂と強化ポ リエステルが用い られた。しか し何れ も
修理委員会が組織されての修理で,保存科学部より委員が参加 した程度に止
った。
保存科学部で,合 成樹脂の自主的な研究を開始 したのは,実 験室が新営 さ
れた昭和37年以降のことである。合成樹脂の種類や材料の点で も日進月歩の





















・修理ア トリエを使用 して,寓貴 寺塔婆遺材200余の保存 と修復が行なわれ
た,,合成樹脂による人工木材を開発 して,各遺材毎の処理を行ない,法隆寺











釘 についても全 く木材と同様に扱 うことができる。また,表面の色彩は顔料
の混入,表面の肌合いは彫塑的効果で,自 由になった。









固な場合 と,軟 らか く脆弱化 した場合に大別できる。前者の場合は昭和30年








神社十三重塔の補修,強 化にわが国においてはじめてエチルシ リケー ト系の
薬剤を使川 し一応成果をあげることができた。昭和46年には如鹿の移築に伴













実験を繰 り返した。またこのほか明鱒法,ア ルコール ・エーテル法による脱
水方法も追試した。実際には昭和33年,茨城県竜ケ崎町出土の丸木舟,同 じ





























































それらは室町時代以降の書院に伴 って保存されてきている。 しか し書院の建
造物が開放的であるため・保存環境の温湿度の変化が,外気の影響を うけ易



































この年鑑は,美 術部研究員の調査執筆による4,ので,わ が国美術界の活動 ・情勢を
記録するものであ って,美 術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・美術文献n録(雑 麓 ・+i
行図書)等 毎年1月 から12月までな収録 している.
美術研究所が昭和11年10月創 「似 来毎年1冊(た だし昭和19年～21年版および昭和
22年～26年版は各1冊)出 版 し,昭和47年311昭和46向ζ版 まで30冊を 「ll行している6
芸能の科学















































































































































































































































2.公 開学 術講 座
(1)美術部においては,鯛査研究の結果を公表する一端として,昭和41年度より公
開学術講座を開き発表 している。一覧は次のとおりである。










































































































































前 嶋 茂 子
3.開 所 記 念 行 事
当研究所の前身であった美術研究所は,毎年10月18日を開所記念 日とし,記念行事
を企1画し美術展を開催 してきたが,東京国立文化財研究所となり,美術部 ・芸能部 ・
保存科学部の3部 となってからそれぞ},の調在研究の結果を講演会 ・美術展等として
記念行事を次のとおり行なった。












当 所 黒 田 記















当 所 陳 列 室
東 京 国 立 博
物 館 大 講 堂











































閉催年劇 場 所1行 事 名 称 1担当部擁 演者
ll
1
38・ll・15当所 黒 田 記 念室1
～16 1・陳 列 室
38・ll・16当所 陳 列 室
39・12・12東京 文 化 会
館 小 ホ ー ル
40・10・30東京 ブ リ ヂ ス、
ト ン 奨 術 館
1
41・10・22当所 黒 田記 念 室
42・11・27東旅 園 立 博[





































美 術 部 噛
美 術 部 田中 一松
・芸 能 部 三隅 治雄
浦山 政雄
1





















開催年朋 陽 所i行 事 名 称
46.11.13 //






























。文部撒 置法(疑灘 法鎌 綴 月27日71号)(抄)
第3節 附属機関
(附属機関)







2前 項の機関(日 本芸術院を除 く。)の長は,文 化庁長官の巾出により,文 部大臣
が任命する。
(国立文化財研究所)
第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を
行なう機関とする。






















































第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室,生 物研究室及び修理技術研究室
を置 く。 ・








5修 理技術研究室においては,文 化財の怖理に関する科学的,技 術的調査研究を行
ない,及びその結果の公表を行なう.




1文 部省の本省の各内部部局,各 国b'∠学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定け並
びに文化庁の各内部部局及び各附属機関別の定戯は,次 のとおりとする。
文化庁
区 .分 国 備

















































第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年法律 第146号)第14条〔園立の学校等〕及び
第36条第1項 〔附属機関〕に掲げる機関(日 本芸術院を除 く。)並びに国立学 校 設
置法(昭 和24年法律第150号)第9条第1項 〔高エネルギー物理学研究所〕に 規 定
'むる高エネルギー物理学研究所の長及びその職11のうちもっぱら研究又は教育に従
'鐸する者並びに国、``養護教諭獲成所設置法(昭 和40年法律第16号)による国立養護




定中 「大学管理機関」 とあるのは次の各号の区別に従って読み替え,こ れらの機関
の長及びその職員をそれぞれ学長及ひ教員に準ず る者 としてこれ らの規定を準用す
るものとする。
… 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,高 エネルギー物理学研
究所の長及びその職員にあっては 「文部省令で定めるところに より任命権者」,
高エネルギー物理学研究所以外の機関の長及びその職員にあっては「任命権老」













第2条 受託研究 の受入れ条件は,次 の各号に掲げるとおりとする。
(1)受託研究は,委 託者が一方的に中止することはできないこと。
一111一



















2所 長は,受 託研究の受人れ項じ決定した とぎは,そ の旨委託苔および研究所分任契
約担当官に通知ナるものヒする。






2所 長は,受 託研究の遂行上やむを得ない理由があると認めたときは,こ れを中止
し,または,そ の期間を延長することを決定 し,その旨委託者および分任契約担 当
官に通知するものとする.
(研究結果の報告等)














受 託 研 究 申 込 書



























5.予 算(人 件費 を除 く)
当研究所の歳出予算については,従 来国∬'二博物館の附属機関であったので,予算は
同館に計上 し,運営されていたが,昭和25年8月29日文化財保護委員会が発足 し附属
機関となったので,f・ も別途計 ヒされるようになっ1..昭和27年4月1日か ら東京
文化財研究所となり,〕き術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 となったので,
ア算も大幅に増額 された。
瞳1僕管理費については,研究所運営に必要な経費であ つて,昭 和26年度か ら年々増
須されているが,昭和36年度は常勤職員の;Lii化により賃金が減額された。昭和45年













































設 設 備 整 備
計





























































































































非 常 勘 職 員 手 当 soasso 560
諸 謝 金 isaiso 135
職 員 旅 費 3A81266239
庁 費 3,19513,03?::









































研 究 (単位 千円)





































費 一 一 _i__ 一 一 410















一,一 一 冒 一 一 一 一一一1-一 一一



















































































































































































































































































































































































































































1室 長 嘱 務 取 扱 浦 山 政 雄 ・
文 部 技
調 査 研 究 員(非 ト
室
文 部 技
調 査 研 究 員(非)
室
調 査 研 究 員(非)
部
主 任 研 究
室
文 部 技
室 長 事 務 取 扱
文 部 技 官
ii
室 長 事 務 取 扱
文 部 技 官




















































































































































































































































































































































































































































一 研 究室 文 部技
二 研 究室 文 部技
一 研 究 室 技 術
料 室 文 部 技
料 室 技 術
一 研究 室文 部 技













































料 室 文 部 技
一 研 究 室











第 二 研 究 室 長
第 一 研 究 室 長
部 長
資 料 室 文 部 技 官
第 一 研究 室文 部 技 官
部 長
部 長(併 任)
庁 務 補 助 員
部 長(併 任)







臨 時 筆 生
庁 務 補 助 員
修 理 技 術 研 究 室 長
物 理研 究室研究員(非)
修 理 技 術 研 究 室 長
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